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	JST, AMED, SIP, NEDOなど各省庁で類似の研究資金公募もある。また、どのような募集があるのか分かりづらい。�→省庁を越えた研究資金の管理・公募が望ましい。��流行りや出口よりの募集課題が多い。→基礎研究や研究の裾野が広がらない。��分野による格差が大きい(例えばJSTのCREST)。→生命科学は競争が激しいがそうでない分野も。競争倍率に応じた採択件数が望ましい。��公募でありながら、億を超える大型予算は既に採用予定候補者/組織が決まっているのではないか。��情報格差→地方大学などでは情報がWEB公開で初めて知る。��日本：審査体制→学際・融合研究化が進みにくい？�　→学際・融合領域の審査ができる専門家(名誉教授等）の活用������
	採択されても、、、��大型機器を導入してもメンテナンスなど維持費がかかる。→他の競争的経費では維持費や消耗品費など支出できないため持続的運営が困難。��大型機器をラボ間で共有すべきで保有状況をチェックして、適切な配分が重要。��採択後の書類や事後評価書類が多い。・・・事務的負担が増加。��サポートスタッフの人数が少ない。�→大型機器管理・メンテナンスを行う技術職員、及び事務職員を含めた研究資金獲得支援・マネジメント業務を行うURA等専門人材の不足�(広島大学では、技術職員・事務職員の人員減を行わない方針・・増員は難しい)��
	2．我が国の研究力強化・若手研究者支援を進めていくうえで必要な改革
	�安定した基盤的経費の確保→私の場合、学生一人あたり70万円は必要だが、より高度な研究や海外で研究させるとなると一人当たり100～200万円は必要となる。��研究者個人がテーマ設定可能なボトムアップ型研究費の拡充。��ポスドク相当が雇用できる研究費の拡充 (3~5年)。�→広島大学では「育成助教制度」を導入し増員��40-50歳くらいの中堅研究者への支援�(昔のような大講座制と違って、助手/助教がいるわけでもないため、雑用も多い。→資金・時間等支援が必要)��その時に必要な研究に関するグループ形成が速やかにできる新しい仕組みが必要。また、責任と義務も分担できる仕組みがあると便利。→広大の生物・生命科学は今年度から一つの研究科となった。�
	�博士課程後期の学生が減ってきている。→将来展望・研究意欲を持たせる。授業料の免除など、金銭的サポートも充実させる。��安定した基盤的経費の確保 (200万円x5年) →年間数百万円で使い勝手が良く、5年くらいあるとちょうど良い。��一方で、短い任期付き研究者が増えたため、身分が不安定→5~7年程度の比較的長い期間の身分の保証。��企業側の雇用条件緩和（Ph.D.）→積極的なD取得者の雇用。創造的企業活動への転換。企業へのキャリアパスの充実（高度研究者・D取得者の優遇と奨学金返済の肩代わり）など必要。��適時かつ意欲ある若手研究者への海外武者修行サポート��
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